
ネットイヤーグループ株式会社 様 導入事例  

最新のインターネット技術を活用したeビジネスに関する企画・コンサルティング・サイト構築・ 

モバイルソリューションなどにより企業のマーケティング業務を支援するSIPS事業 

(Strategic Internet Professional Services) のほか、これまで培ってきたノウハウを活かして 

新しい事業モデルの開発を積極的に展開するネットイヤーグループ株式会社様。 

顧客企業のコーポレートサイト、ECサイトの運営など、同社の業務でやり取りされる情報には、 

機密性の高い情報も少なくない。そんな同社は、インターネット上で大容量のファイルの受け渡しを 

安全・確実に行える情報漏洩対策として『KDDI セキュアシェア』を導入した。 

『KDDI セキュアシェア』の導入により、 
 安全性と利便性に優れた 
 ファイル交換を実現 
 

 

   個人情報保護、情報セキュリティの観点から 
   セキュアなデータ交換手段を模索 
 

暗号化による情報の安全性と 
コストパフォーマンスを評価 
 

顧客視点に基づく新たなビジネスモデルをインターネットで

実現することに注力し、単なるホームページ制作ではなく、

企業のマーケティングや販売促進をサポートする立場から

SIPS事業を展開するネットイヤーグループ様は、数多くの

上場企業を顧客に持つ。 

「弊社では従来から、プライバシーマークの取得をはじめ、

お客様から預かる情報のセキュリティ対策には積極的に取り

組んでおります。実際の業務の中でも、新しいサービスや製

品の情報、IR情報などを発表前に頂く事が少なくないため、

こうした情報管理には細心の注意を払っています。しかし、

場合によっては、個人情報を添付した電子メールを頂いてし

まったり、機密性の高い情報を暗号パスワードロックなどの

配慮無しで送られてしまうこともあり、弊社側の注意だけで

は徹底しきれない面がありました」（SIPS事業部 第1

グループ グループリーダー兼エグゼクティブ プロデューサー 

倉重宜弘氏) 

また同社では、情報の安全性を確保するために、CD-Rに

暗号化したデータを格納してバイク便による受け渡しを行っ

ていたが、コストも手間も時間もかかるため問題視する声

もあったという。 

「そんなときに、『KDDI セキュアシェア』のことを知りました。

簡単な操作で大容量のファイルを安全に受け渡しできる

点に注目し、まずは賛同頂けるお客様のプロジェクトについて、 

パイロット的に試用してみることにしました」(倉重氏) 

 

 

 

『KDDI セキュアシェア』の存在を知る以前は、インター

ネット上の共有型ディスクサービスの利用を検討したことも

あったという。 

「いくつものファイルを電子メールに添付して送る煩雑さを

考えると、ASPで提供されている共有型ディスクサービス

の利便性は魅力でした。しかし、既存の無料サービスでは

ファイルが暗号化されないうえ、保管したファイルの管理責 

KDDI セキュアシェア 

 
顧客企業との信頼関係を支える 
セキュリティ・ソリューションです。 
 

ネットイヤーグループ株式会社 
SIPS事業部 第1グループ 

グループリーダー 
兼エグゼクティブ プロデューサー 

倉重 宜弘氏 
 

K e y m a n  s  V o i c e’

『KDDI セキュアシェア』は 
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